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血液培養より嫌気性GPR
Actinobaculum schaalii

が検出された3症例
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✫ Actinobaculum schaaliiは、尿路感染症
を引き起こすことなどで報告されている。

今回我々は、血液培養より A. schaaliiが
検出された3症例を経験したので報告する。
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✫80歳、女性
✫関節リウマチでプレドニゾロン内服中。

糖尿病、左腎癌の既往あり。

✫2009年4月16日に発熱、意識障害を主訴
に当院救急受診。入院時血液培養、尿培

養から A. schaaliiが分離された。
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✫96歳、男性
✫2010年3月発症の心原性脳梗塞にて当院入院。

4月12日に泌尿器科にコンサルトし、膀胱鏡にて
膀胱癌の可能性が示唆され、その後夕方に発

熱、悪寒戦慄を認め、同日の血液培養、尿培養

から A. schaaliiが分離された
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✫83歳、女性
✫2010年11月4日に40℃の発熱、頻呼吸で
当院救急受診。

誤嚥性肺炎として治療が開始された。

✫同日の血液培養のみ A. schaalii が分離
された。
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【【尿培尿培】】（（2009/4/162009/4/16 採取）採取）

GNRGNR （（1+1+））
GPRGPR （（1+1+））
白血球白血球 （（1+1+））

培養培養結果結果 1010⁷⁷
ⅠⅠ K. pneumoniae （（3+3+））
ⅡⅡ E. coli （（3+3+））
ⅢⅢ A. schaalii （（3+3+））

【【血培血培】】 （（2009/4/162009/4/16 採取）採取）

GNRGNR （陽性）（陽性）

GPRGPR （陽性）（陽性）

培養培養結果結果

ⅠⅠ K. pneumoniae 
ⅡⅡ E. coli 
ⅢⅢ A. schaalii
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【【尿培尿培】】（（2010/4/122010/4/12 採取）採取）

GPCGPC （（2+2+））
GNRGNR （（2+2+））
白血球白血球 （（1+1+））

培養培養結果結果 1010⁷⁷
ⅠⅠ B. fragilis （（3+3+））
ⅡⅡ Fusobacterium sp. （（3+3+））
ⅢⅢ A. schaalii （（3+3+））
Ⅳ Peptostreptococcus sp. （（3+3+））

【【血培血培】】 （（2010/4/122010/4/12 採取）採取）

GNRGNR （陽性）（陽性）

GPRGPR （陽性）（陽性）

培養培養結果結果

ⅠⅠ B. fragilis 
ⅡⅡ A. schaalii

貪食 （1+）
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【【尿培尿培】】（（2010/11/42010/11/4 採取）採取）

陰性陰性

GramGram所見所見
GecklerGeckler：： ３３
GPCGPC：：( 4+)( 4+) GPRGPR：：(1+)(1+)
GNR:(1+)GNR:(1+) WBCWBC：： ( 4+)( 4+)
扁平上皮扁平上皮：： ( 2+)( 2+) 貪食貪食所見なし所見なし

培養結果培養結果
ⅠⅠ Enterobacter cloacaeEnterobacter cloacae （（2+2+））
ⅡⅡ Escherichia coliEscherichia coli （（2+2+））
ⅢⅢ Normal floraNormal flora

【【痰培痰培】】（（2010/11/42010/11/4 採取）採取）

【【血培血培】】（（2010/11/42010/11/4 採取）採取）

GNRGNR （陽性）（陽性）

GPRGPR （陽性）（陽性）

培養培養結果結果

ⅠⅠ A. schaalii
ⅡⅡ Campylobacter ureolyticus



✫血液培養（BACTEC FX/BD）にて
嫌気ボトルより平均して1日～3日
培養で陽転

✫グラム染色所見にてCoryneformの
GPRが観察された。

Kameda Medical Center

A. schaalii



嫌気性GPR Actinobaculum schaalii 



ｱﾈﾛｺﾛﾝﾋﾞｱｳｻｷﾞ血液寒天培地
嫌気培養２日目

直径１ｍｍ前後のやや隆起した光沢のある灰白色集落直径１ｍｍ前後のやや隆起した光沢のある灰白色集落

嫌気性GPR Actinobaculum schaalii 
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✫ａｐｉ20Ａ（シスメックス）で3株とも同定を
試みたが同定不能。

✫16Ｓ ｒＲＮＡ塩基配列解析の結果、
嫌気性GPR Actinobaculum schaalii
と同定された。
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✫本菌は、皮膚と粘膜の正常細菌叢と類似して

いることで、汚染菌として扱われる事が多い。

✫尿培養や嫌気ボトルからグラム染色所見にて

CoryneformのGPRが観察された場合、本菌
も念頭におく必要がある。本菌での報告は、希

少であり今後とも血液培養から分離される菌に

ついて臨床所見、患者情報などを注意深く観

察し検討を重ねていきたい。



尿路感染と敗血症を惹き起こす。尿路感染は培養で確認することは困難。尿路感染と敗血症を惹き起こす。尿路感染は培養で確認することは困難。

デンマークのヴィボルグで、デンマークのヴィボルグで、177177名の入院患者、名の入院患者、7575名の外来患者のうち名の外来患者のうち

6060歳以上の歳以上の2222％に存在した。トリメトプリム、シプロフロキサシンに耐性％に存在した。トリメトプリム、シプロフロキサシンに耐性

Kameda Medical Center



1010例の例のActinobaculum schaalii 感染症のうち9例が尿路感染尿路感染

ゲンタマイシン、シプロフロキサシン、ゲンタマイシン、シプロフロキサシン、STST合剤に耐性合剤に耐性

API CORYNEAPI CORYNEなどのなどのDatabaseDatabaseに記載がない。に記載がない。

CatalaseCatalase（－）、（－）、Oxidase Oxidase （－（－））
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16S rRNA16S rRNAシークエンスは、同定したい菌株かシークエンスは、同定したい菌株か16S16S rRNArRNA
を増幅させ、以下に外注すると、シークエンスデータがえらを増幅させ、以下に外注すると、シークエンスデータがえら

れます。れます。
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